
 

 

 

 

 

 

 

 

 ２２日（火），さわやかな秋空の下，スポーツフェスティバルが行われました。児童会テ

ーマ「一生懸命協力し合って，成長しようぜ!!～ノリノリスポーツフェスティバル～」に向

け，子ども達一人一人が目標を立て，友だちと作戦を考えたり，協力したりして，短期間

の練習を経て，本番では全力を発揮することができたと思います。 

 本年度のスポーツフェスティバルの目標の一つとして，「スポーツに親しみ，体を動かす

中で心の成長と体力向上を図る」を掲げていました。 

 運動会・スポーツフェスティバル（学校行事）の歴史を簡単に振り返ると，始まりは明

治初期，海軍兵学寮行事として開催され，その後，全国の学校へと浸透していきました。

集団行動と競うことが中心で，結果として，各競技を得点化し，どのチームが優勝したの

かなど，団体戦による優劣を決着していくというものでした。 

 もちろん，スポーツなので競う楽しさ，勝つ喜び，負ける悔しさなどを味わうことも子

どもたちの成長に大切な経験だと考え，競争・競走という種目も取り入れました。 

 一方で，子ども達が学校行事を創る当事者として，「こうすればよいのではないか」「こ

の競技の作戦は・・・」など，友だちと考えを出し合いながら，「考えて創るスポーツフェ

スティバル」といった視点も大事にしていきました。また，運動が苦手な子，集団行動が

苦手な子も楽しみながら運動に親しむ機会にしていくといった意図もありました。 

 １・６年生の演技では，一緒に「つばめ」を踊ったり，１年生の徒競走ゴール付近では

６年生がサポートをしたりして，異学年による学び合いを通して，豊かな心の育成にもつ

なげていきたいと考えていました。 

 スポーツフェスティバル（運動会）は，「そもそも何のために行うのか？」「どうすれば，

子ども達の成長につながるのか？」。 

これからもこうした問いを考え続け，子ども達とともによりよい学校行事を創っていき

たいと考えています。保護者の皆様には，分散による開催へのご理解ご協力，温かいご声

援をいただき，大変ありがとうございました。 
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児童の日記より～「小学校最後のスポーツフェスティバル」～ 

 今日のスポーツフェスティバルは，とても楽しかったです。当日までの練習で綱引きと 5 色玉

入れでは，どうやったら勝てるのか，何が悪いのか，いろんな課題点を出して，作戦を立てて，

みんなで協力することが出来ました。当日の開会式を見ているときに「もう少しで自分たちの出

番かぁ」や「緊張するな」などの気持ちがありました。応援団を見ているときは「すごい✨」し

かなかったです。 

 当日の競技で「よーい，パンっ！」と鳴ったときは全力で勝つという気持ちで競技をしたけ

ど，綱引きは 4 位，5 色玉入れは 3 位でした。でもみんなで出来たので楽しかったです。1 年生

のツバメダンスでは，1 年生と踊れたので楽しかったです。今日のスポーツフェスティバルは最

後まで楽しめたので，良かったと思います。 

 スポーツフェスティバルを終え，お母さんから「お疲れ様〜」や「すごかったよ！」などの優

しい言葉（＋な言葉）をもらえたので嬉しかったです。私は勝つことが大事ではなくて，一番は

みんなで協力することが大事なんだとスポーツフェスティバルを通して改めて感じました。これ

からは，みんなで最後までやり切ることを普段の生活などでつなげていきたいです！ 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

表彰おめでとうございます！ 

☆作文コンテスト「社会を明るくする運動」 
福山地区更生保護女性会会長賞 
５年 緒方 陽和 

 
☆図画コンテスト「家庭の日」入選 
１年 森下 珠妃 

 
☆絵画コンクール「平山郁夫美術館賞」入選 
４年 柏田ゆい花 

☆俳句「お～いお茶新俳句大賞」 
佳作特別賞  
３年 九鬼花乃愛 

 
佳作 
３年 青木 咲來 
６年 服部 有莉 
６年 田邉 更紗 
６年 青木 蘭珠 

☆図画コンテスト「ばらを描こう作品展」 
特選 ３年 髙橋 乃葵 
特選 ３年 山下 結衣 

入選 ３年 藤井 麻央 


